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はじめに

石神遺跡の「石神」

1902年（明治35年）
は飛鳥寺旧寺城の西北に接し

に噴水施設と考えられる須弥山石・
た当地域の小字名に由来する。

この遺跡は斉明朝の孵宴の場ある＇
石人像が発見されて以来、

発掘開始当初には範囲も性格も
疇天武朝の飛烏浮御原宮にあてられてきたが、

不確実であっ
ある。当調査部では1981

たため地名を冠して透跡名としたので

去七回の調査を通して
年以来、石神遺跡の発掘調奎を維続的に実施してきた。過

戸。石敷・濡などを検出してし
、須弥山石の転落位慨を確認すると

ともに、多くの建物。井

する水落遺跡とともr ＼る。これらの造構と造物によっ

し、 7世紀中葉から後半にか
て、石神造跡は南接

え得るに至ったが、全容の解明にはまだ月日が必要である。
けて継起した重要な遥跡であると考

＼ 

調査の概要

石神造跡第8次調査は7月25

し、調査面證は約1,450頑
｀）日に開始した。第7次調査区の北に接する水田を対象と

斜しており
である。この地の地形は東が高く西へ向か

、東端部では地山面が遣樽検出面で
つて緩やかに傾

にもわたる整地土があり
あるが、

、後世の攪乱も加わり
西へゆくにしたがって何屈

今回の第8次駆査で南北145皿に達 l
、極めて複雑な様相を呈している。

石神遠跡はさらド北方
ツ、調査総面稜は約9,250吋となっ i

- へと展開する一方
t。その結栗、

存在すること、今回詞査区の半ば-,"一
、西方にも廊状建物で囲んだ大きな区画が

這から続く区画が一応完結することが判明した。

造構

検出した造穂は7世紀前半か>

葉から8世紀初頭に属し
っ中世までの時期のも0)である。主な遥構は7世紀中

部の状況、出土造物などから．． 
、造樽の霊複関係や造営方位の違い、柱穴の掘り込み面や内

朝）、 B期 (7世紀後半：天武朝）、
大きく四時期に分けられる。 A期 (7世紀中頃：斉明

末～8世紀初頭：底原宮期）である
噂 (7世紀末：底原宮期直前）、 D期 ('7世紀

這 A期の送綜ま、第4次輿査区で匡 J 

。この区分は今回も変更しない。

から北へのびる石組浣の変奇応
江』つかった大穏模な石放を巡らした井戸攣00

99ヽ~·c·・‘-

小期に細分できる。
)-` を手がかりとして、 A--!朗、 A-2期、 Jとー3期の三

ふ 1慇の遠瓢謬諾虚鍔鯰｀迂ヤゞ,,.:
翠が）．るのみ。それ、モ鷹肇区中央やや西北寄りのとこ

ろを斜行する袴切および霊）睾でごく
一部を投招し7とだけである。
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ふ｀立の記，ニ，とし？炉虞•;:~r~: ：ー・―'．：こ芦：迄：加露念びー，_＇譴国の石翠などがある。
石郷瓢謬；守腎攣／こ翠い事翌こ：翠忍翠酋る謬t_；'、 A-3期には西方の国譴

雲炉覆麟麟．応謬表さ翡；：いるっこの給を中心に左右に振り分けた形で

魃物22が露っし泊望疇躙2腿で、大羞虞形・志持ち、声ますべて抜き取られて

いる。周囲には石列で黒切った外釦こ石激認・ 25が広がる。石列内は基壊状に高ま

つていたも0)と思われる。建物訟勾翠に注筋を認え北側に南北椋楚物23が建つ。

今回はその南半部を渋畠した。

A-3期がもっとも益億された時期で、 A-2期以前の焉潟を一部利用し、大規模な

整池の後に計画的な造営をおこなっている。

発掘区の中央を縦笥して北流する石祖蔀03を境にして、東部には長大な建物で四

方を囲んだ区画がある。今回調査区の南端で桁行12閻x梁間2間の東西棟建物を新た

に検出した［建物11]。これが区図の北を限る建物で、区画の大きさは東西幅25m、

南北長50mとなる。長方形区画の内蔀には正殿相当の四酉廂付南北棟建物15（身舎の

規模8問X3間）と前殿風の東西椋達物16(6間X2間）が配されている。

石組溌03は南正面にある井戸8E80(）に発するA-2期の石組溝02を廃して西へ付け替

えたものであるが、この区画の西南霰を迂回するようにして北へ延びている。そし

て区画が湖じた今回認査区（））中程で再び東へ折れ曲がり、もとのA-2期の消02へと

這結している状況が判明した。器02の位麗ではA-3期の建物群を建設できなかった

ために迂回させた0)である。東側の南北裸途物12の東に沿って雨落海09が走るが、

これは建物11の東妻沿いからさらに北へ延ぴる。建物11と13の間には小規模な石組

東西消10がある。区回！勾から西0)石組蒋03へと排水する施設であろう。

主奏達物規模一覧

ー＼ 

三一番号□`］ 親模

A-2 麟 221 東西棟 19閾噂 2.0 
A_2 建物23 疇椋 1 3間以上x2間 2.0 :］ 
A-3 麟 11 哀西懐 112聞x.2間 2.1 I 2.1 
A-3 麟 121 亨噂 1 18間x2間 2.1 2.1 
A-3 建物13 、南北棟 11.8犀 (2間 2.1 I 2.1 
A.-3 麟 171 南北椀 145閤x2間 2.5 2.5 
A-3 麟 18 東西棟 16閤以．均躙 2.5 | 2.5 

頸庇付□132 南北様!|6鸞ix2間 2.0 1.7 
B 麟 33 席北線』攣噂 2」 | 2.5 

'--• ---- I I ’ I  
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石粗蓉03の西約5mのところに育；占練裟靭日が芯る。こホ、鯰：高さ籾証浬どの逃壌を

有する梁固2間 (5阻）の応のような：謎物である。．言，i臆＇i．落の窟辺を口する大垣から4

1間分 (101譴）を誼認し、東方の長方形尻百を固う外郭臆設ではないかと想定して

きた。とこるが今回、底函目で笑わり 1濶分•隠てて東西椋途吻 18へ迄なることが判明

したのである。前回調査で鯰物打の西に廂付の違物団の南半部を換出していたが、

これは建物18の南3．証で完結し、身舎5間の四酉廂付南北練筵物となった。したがっ

て、廊状建物で囲った南北長120mの区画が西に存在することが確定的である。なお

南北椋建物17は、前回調査で焼失したことが盈認されたが、今回も萎塩付近で少な

いながら焼土層を検出している。

建物17の基壇東西両緑にはもと石組の雨落溝20・ 21があったが、建物19の建設に

際して壊し埋め立てられた。しかし、 21は建物18の北側では壊されずに残り［溝04]

約10m北流してから東に曲がり、東西石組溝05となってA-2期から存在する南北石組

溝02へと直角に合流する。したがって、濡04Aと05はA-2期から存在していた可能性

が強い。なお、石組蒋04• 05には底石があり側石を巨石一段で構成している点から

開渠であったと考えられ、 04には東の04Aからすぐ西の043への付け替えがある。

A期に属する造棲としては、以上のほかに満01より新しい斜行消07、漉02の東に

接する石組南北溝06と斜行する石組暗渠08がある。ともに過去の願査では見つかっ

ていなかった遺構である。 A期をさらに細分する必要があるかもしれない。

B期 火災による焼失を契機としてA期の遥諮はすべて廃され、新たにB期の造

構が営まれた。整然としたA期とくらべ、 B期の遠網は散在する傾向にある。

発掘区の東南隅で検出した南北塀30は、今回6間分を追加して計18間となった。調

査区中央付近で西に折れ、東西塀31となる。 14間分までを確認したが、以西はD期

の遺構で破瑕され不明である。詞査区西南部で2棟の南北棟建物32・ 33を検出した。

ともに前回その南妾をみつけていたもので、桁行6間X梁間2間の規模と判明した。

C期 発掘区の西南に逆L字形に塀で囲んだ区酉がある。南北塀34は第6次調査区

南端から延びてくるもので、今回6間分を検出、計24閻となった。西に折れて東西塀

35となる。東西方向の素湿濫41も切り合い関係から当期に属するものとおもわれる。

B・C期においてもA期と同じく今回の調査区半ばで建物区画が一応の完結を見

たことになる。 • 

D期 D期の造構には素掘り濫40• 42と小規睾な掘立柱建物43、および多数の上

坑がある。いずれも埋土に炭片の混じるのが特徴。 2条の溝は第3次調査区から北へ

延びるもので、路面幅約10日の南北道路の両側溌と考えられてきた。溝40は今回もま

っすぐ北へ延びるが、龍認は顧査区中央でいったん西へ屈曲し、再び北流する。当

初は素撼りであったが [42A]、砂蓑層が堆稼した段階で上に石組を為築している［
42B]。
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D期の掘立：｛ま塀で囲んだ区国は第窃環蒻望区北培で湖じているが、この溝42の状況

は塀の曲折に対応するものであり、 D期においても区酉がこのあたりで一応の完結

を見ていると捉えられよう。

以上のほか、調査区の東端・北端で建物の一部を見つけたが [36~38]、規模・

時期などは不明である。

造物

出土追物には土器類、瓦類、金属製品、石製品などがあるc 最も多いのは土器類

で、多蓋の須恵器・土師器。陶硯のほか少蕊ながら弥生土器。縄紋土器がある。瓦

はきわめて少ない。金属製品では鏃、刀子、釘などの鉄製品がある。石製品には玉

類（滑石製管玉など）、砥石、鏃、サヌカイトの剥片などがあるが、多くは縄紋～

古墳時代の造物である。

おわりに

従来の胴査成果と今回の調査結果を総合すると、 79世紀中葉を中心としたA期の実 I
態がかなり明らかになった。すなわちA-・1・ 2期には飛烏寺の北に南面大垣を外郭と 1

する一国が新設され、この中に建物や井戸、石組溝等が設けられる。この地が本格

的に利用されはじめた段階である。 A-3期には大改造がおこなわれる。西に南面大！

垣から南北120田におよぶ廊状建物で囲んだ広大な区画を、また東には長大な建物で

四方を菌した空間を設け、各々の内部に四面照付の大規模な建物をはじめとする各

種建物を整然と配匿するのである。これらの建物群は屈曲する石組溝や石敷広場を

ともなっており、明治35年に発見された須弥山石や石人像の存在をあわせると、こ

の地域が「斉明紀」に度々登場する奏宴の場にあたるとする考えは妥当であろう。

A,・,D期を通じて塀や建物で囲まれた区酉がすべて今回詞査区までで閉じている

ことが明らかになった。造跡の北限については北方の調査を待たなければならない

が、近跡を理屏する上で貴重な知見が得られたといえよう。また、 A期に大きな区

画が二つ東西に並存していることが始めて判明した。 B期以降の遥構の解明も含め、

西方における今後の固査の進展も期待される。
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